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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・入院受人数についての変更

2/16付　入院受入数が変わります。

東　51床　西　48床　北　35床（33床から変更）　南　60床

受入総数　194床（192床から変更）

＜患者様連絡事項＞

・元沢　政治様～姪のズギウラ様より架電あり。サンパークビレッジ(施設)さんより、本人の様子を見たいのでそのうち青南病院に伺います、との事。いつ頃サンパークビレッジさんが来るか言っていたかを聞くが、言っていなかったと。今週中に青南病院さんに行くのではないか、と姪様より。

・中村　寿昭様～本日西病棟より北病棟302号室へ転入されています。

・水梨　礼子様～本日14時に姉様が来られ一緒に銀行へ行かれています。また三浦PSWより年金の説明と書類を渡しています。またお小遣いとして5千円本人様に渡しています。

・大下　伸治様～本日14時にご本人様を交えご家族様、青明舎スタッフ、三浦PSWと面談を行っています。面談終了後姉様より7千円のお小遣いと差し入れ（お菓子類、イヤホン、電卓等）を本人様受け取っています。

また、2/20（月）よりディケア体験の再開について、日程をカルテ表紙裏に貼っていますので各自確認し周知願います。尚、3月に初旬に退院予定となっており、退院後はGHからの通所開始となります。

・伊藤　義彦様～ご家族への連絡ですが、なかなか連絡がつかない状態です。今後については家族の連絡調整は病棟で依頼して頂き（保健師は基本的に家族に合わせてもらえると思います）家族（弟や妹）の都合の良い日が決まり次第三浦PSWへ連絡すればその日程で保健師同席も調整しますとの事。

・大家　勇二様、川崎　広幸様～本日「ゼロの会」へ参加されています。

　　　　　　　　　　　主治医より今後「断酒会」へも参加されるようにと指示あり。
・川崎　広幸様～本日伯父様より病棟へ連絡があり、明日面会に来られるとの事。その際、小遣いを決めて渡すそうです。

　　　　　　　　移動して間もないですが、日中は特に問題なく午前中は作業に参加し午後は「ゼロの会」に参加されています。また以前と同じ病棟の方と談笑する姿も見られており、落ち着いて過ごされていました。

・飯豊　信雄様～退院は2/18（土）10：30退院となります。

初外来日は3/4（土）11：00に予約となっており、また本日退院時処方11日分（2/22～3/4）処方しています。

＜要注目患者様＞

・飯田　修子様～日中ずっと眠っている事が多く、リハプロも居眠りしており声掛けを何度もしています。午後は声掛けをする事なく作業に参加されていました。夜間も起きている事が多く見られており、昼夜逆転にならないように日中はなるべく起きて頂く様声掛けをしていきましょう。

・蛭名　豊美様～朝56㎏⇒昼60㎏と午前中で4kg増加しています。本人様に確認すると

　　　　　　　　「水を飲んだ」と話されており、飲水について再注意・指導をしています。今後も体重の増減について注意していきましょう。

＜皮膚科診察＞

・飯田　修子様～デルモゾールDP軟膏をしばらく塗布しておらず悪化傾向にあります。今後軟膏は準夜帯で就寝前薬を服用する際に必ず声掛けをして、軟膏を塗布してもらうようにして下さい。

・高山　英佐様～右足第1指の処置ですが、イソジン綿棒での処置は中止。

　　　　　　　　今後はエルタシン軟膏とガーゼ保護で対応。

・磯島　貴広様～エキザルベ軟膏1本処方。

・松谷　和也様～デルモゾール1本処方。タベジール　2T　2×1　7日分処方。
・三上　勇様～本日鶏眼切除しています。デルモゾール1本処方。

※他、同内容にて処置継続の指示有り。

＜馬渡Dr診察＞

· 戸賀沢　潔様～血圧低下傾向が見られている為、次回定期（2/22～）より、　　　　　　　アムロジピン5㎎⇒2.5㎎のOD錠へ変更となっています。診察時は相変わらずルールが守れずに主治医より注意・指導を受けています。

＜転入患者様＞

中村　寿昭様(29)強迫性障害

平成29年1月4日入院。

担当スタッフ　西山　横町

H29年1月4日自宅にて包丁を持って暴れ、当院受診。

抑うつ感・希死念慮が強く、衝動行為の危険性が高いことから、同日当院4回目の入院（医療保護）。

薬物療法等により症状が軽減し、入院治療に対する同意が得られたことから、H29年2月16日任意入院へ入院形態変更、北病棟へ転棟となる。

転入後、他患者と表情明るく会話されており機嫌は良く過ごされている。

キーパーソンは父親、2/21に現金2万円を本人へ渡しに来るとの事。

※障害基礎年金1級　受給中

※精神障害者保健福祉手帳　1級　受給中

※重度心身障害者医療費助成制度　受給中（自己負担：1割､償還）

※自立支援医療費制度　受給中

※退院後は自宅を希望。必要に応じて利用サービスの調整を図っていく。

